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I はじめに
ここに報告する作品は，コーヒー ・ショップから委託された女性用制服である。デザイ ンに
ついては，コーヒー ・ショ ップの特殊性を考慮しながら，依頼者と数回のデイスカッショ ンを重
ね製作したものである。
今日の社会生活において，それぞれの企業，団体などで着用される制服は，その職務を示し
たり，また職性を表わす上で，ぜひとも必要な存在意義がある。 制服とはもと もと官公庁，特
に軍隊，警察において制服が着用されたものであるが，後に一般企業，商店で着用されるよう
になった。 制服とい うと ただ単にシンプルな同形 ・同色の服装にすれば良いという固定観念
にとらわれがちであるが，制服は着用されること によって，その職務の種類， 内容を明確に表
現するものであって，職性のもつ雰囲気を損なうようであってはならないのである。
いうまでもなく ，コーヒー ・ショ yプは利用者にとってはオアシスの場，時にはビジネスの
場にもなることがあるので，コーヒー ・ショップの制服は店内のムード作り に欠かせない重要な
ものである。またデザインについては，近代感覚にマッチさせ，流行と共に広範囲に着用する
機能性も考慮すべきである。そして次に店内の装飾・色彩・ 造作ともバランスがとれていなけ
ればならなしミ。そこにコーヒー ・ショップの制服の存在意義があり，そこからあるべき姿が明確
に示されてくると思われる。
]I デザイン・素材の要点
作品は，サービスを第ーとする職業であるので，清潔感を表わし， ひかえめでしかも美しい
色と形を考え，また依頼者独自のアイデイアを生かし，オリ ジナリティなものを意図し， 勤務
する人達の行動範囲などを考慮し，次のように製作ポイン トを定めた。
1.デザイン
(1) シルエッ トはあまり量感を出さず，シンプルでス トレ トー なライ ンでまとめる。
(2）前身頃にV字型にシャープな切り替えを入れ，後身頃にセー ラー ・カラーのイメージを
出すために肩から背中に四角くパネル状に切り替える。
(3) 身頃の裾には運動量を出すために脇にスリ ットを入れ，機能的，活動的にする。
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(4）袖丈は，長さを調節して通年着用できるよう に7分丈にし，袖幅は重ね着を考慮してや
や太めにする。
2.素材
(1）着用者の目的に合わせて，洗濯に対して，形態変化をほとんど起こさず，また乾きが早
く，雛になりにくく，伸縮性に富むポリエステル100%ニットを使用する。
(2）色調は，レンガを積み重ね茶系で統ーした店内の造作との調和を考えオレンジ系 （ナス
タチウム・オレンジ）にする。
E製図
製図方法には，原型を基にして製図するものと，原型を必要としないで定寸法で引いていく，
いわゆるかこみ製図があるが，今回は誰にでも容易に利用できるかこみ製図として示した。図
1は前身頃，図2は後身頃，図3は袖を示した。製図のポイントは次に示す通りである。
(1) 図2のショルダー・ダーツは型紙上でたたみ，肩線を訂正しアームホールの切り替え部
分にダーツをとり，つながりよく線をひきなおす。
(2）胸周りは図1，図2ともにゆるみを入れ，前後の差なしにする。
(3) 図lのサイド ・夕、ーツは型紙上でたたみ，切り替え線，脇線をつながりよく訂正する。
(4）前後ヨークのショルダー ・ポイン 卜の部分は，身頃と 0.5交互させる。
(5) 図3の袖は山を幾分高めに用意し，丈は4cmの折りかえし分を加え，内袖と外袖に0.5
cmの差をつける。
(6) ステッチ幅は， ヨーク，袖口， ポケ y卜は0.8 cmに，前立は 0.5 cmにする。
N 裁断・製作の要点
裁断及び製作にあたって配慮した点を整理して示すと，次のようになる。
1.裁断
(1) 素材の地直しは，裏側から当布をして搬を消す程度にアイロンをかける。
(2）前後身頃のヨーク線は，ステッチがかかる幅の縫い代を付けて裁断する。
(3）袖は折り返しを可能にするため，袖口の縫い代は多めに付けて裁断する。
(4) フイ ッテングは， 着装者の身体と衣服のコミ ュニケーシ ョンであるため入念に行なう。
2.製作
(1) 身頃，ヨーク，前立てそれぞれに縫いづれを防ぐために合印を入れる。
(2) 表前立ての裏側， パ yチ ・ポケ yトの裏側，見返しの裏側には張りをもたせるために，
スリyトの縫い代部分，ヨークの切り替え部分には伸びを防ぐ意味で，それぞれに接着芯アピ
コ（100）を接着する。
(3) 前後ヨークは身頃の上にのせ，切り替え線から幾分入ったところに茶の糸でステッチを
かけながら止め付け立体感を出す。
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(4）前身頃に前立てを縫い 写真1 制服
合わせる。
(5）肩線，脇線を縫い合わ
せ，ヨークの肩線部分のステ
ッチは，前後ヨークにかかっ
ているステッチにつながりよ
く続けでかける。
(6）袖を形にして，袖口は
表裏からステッチをかけ身頃
につける。
(7) 通気性を良くするため
に裏なしとし，縫い代はそれ
ぞれロックミシンで始末する。
(8）胸のネームは，手芸染
Fヰのローノfステ yクス ・ペン
ペーなどで描くことを考えた
が，液が素材にに じんだり，
布がこわばって不適当だった
ので， 25番刺しゅう糸3本使
用し， チェーンス ・ステッチ
で刺す。なお，一着分の用布
．付属品と しては，表地140cm
幅1m30cm，接着芯90cm幅45
cm，ボタ ン直径1.3cmを5個，
写真2 レイヤード・ルック 写真3 基本スタイ ル ニッ ト用レジロンミ シン糸，
カラー ステッチ糸，ロ ック ミ
シン糸， 25番刺しゅう糸，ニ
ット用ミシン告！などを使用した。
以上の過程で完成した制服
を写真で示すと次のようにな
る。写真1は，帝Jj服として基
本スタイルに対象的なグリ ー
ン系のスカーフをバリエーシ
ョン させフ ァッ ショナブルに
着装させたものである。写真
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2は， ステッチの色と同系の茶色でセーターとパンツをレイヤー ドさせモノトーンに着装した。
写真3は，基本スタイルである。
V おわりに
以上， コーヒー・ ショップの制服の製作過程の概要を報告し，作品の製図，及び写真を示し
た。今後のコーヒ ・ー ショップの制服のあり方としては，イメージが決まった後は，素材や仕
立てなど納得のいく まで吟昧し，機能的で， しかもファッショナブルでなければならないと確
信する。
機能的であるということは，接客動作に支障をきたさず，無駄がないことであり，ファ ッシ
ョナブルであるということは，制服に美的な面を見い出すことである。勿論これらの要素の他
に，顧客層や店内とのバランスや清潔感がなければならないことは言うまでもない。
色彩も一般に用いられている，無彩色でまとめるのではなく ，色，デザインなど雰囲気を充
分アピールし，ファ ッショナプル感覚のものを取り入れ， 素材はワーキング ・ウェアーの意味
からも起毛しているもの，光沢のあるものは避けたいものである。
ところでユニフォームも，ファッションであり，それは時代の反映が生活のなかに入りこん
でくるさまざま な現われ方であり，生活に密着したところに存在するものと考えられる。
制服は職場だけのプロフェyショナル ・ウェアーから脱出して今日の生活様式にもマッチさ
せシティ・カジュアルと して，街角に， そして並木通りに何の違和感もなく 融和する。
スカーフ，ベル トなどでコーディネ 卜ー したり， レイ ヤード ・ルックで画一的なものでも幾
つかの変化を取り入れて，時にはイメージチェンジを して，個性的に着用者のワードローブを
広げ快適に着こなしが出来ると思われる。
今後は知識や概念で判断するのではなく ，スピーディ な現代生活と ファ ッション性を背景に
大きな視野で，自分の日をとおして，確かな感覚で対象をとらえていきたい。
文 献
1）石山彰 ：服飾意匠，光生館， 1970
2）千村典生：職業としてのファッション入門，鎌倉書房， 1978
3）桑沢洋子：桑沢洋子の服飾デザイン，婦人画報社， 1977
4）奥山春彦・水梨サワ子監修 ：服飾デザイ ン，相川書房，1976
5）佐分利貞光 ：衣生活研究，関西衣生活研究会，1982
6）柳洋子 ：流行の構造，文化出版局，1978
(1982・9・13)
